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注意

注意

警告

取り付け方 外し方
端子ホルダー

結束バンド
端子ホルダー

結束バンドをすき間に通し、矢印
の方向に引き、フックを外す。

■ 端子ホルダーの着脱 
・ 端子ホルダーの着脱は以下のように行ってください。

コードサドル
推奨設置場所

コードが破損して、火災、感電の原因となり
ます。

絵表示について

まえがき

対象型式：MPB-SU B30SW

取扱説明書

入力支援スイッチ  マルチポジションベッド専用

ソフトレバースイッチ

853610-8900

このたびはフランスベッドの製品をお買いあげいただき
まして、ありがとうございます。
この取扱説明書には、製品を安全にご使用いただくため
の、注意事項と使用方法を記載しています。

本製品は障害や加齢により、手指が不自由な方の操作を
サポートすることを想定したスイッチです。軽い力で操
作ができるため、使用しないときは意図せず触れないよ
うサイドレールやグリップの外側にかけてください。

・安全のため、必ずこの取扱説明書をよく読み、内容を
十分理解してから使用してください。

・取扱説明書を読んだ後は、いつでも必要なときに取り
出せるように、ベッド本体の取扱説明書といっしょ
に、所定の場所に保管してください。

この取扱説明書では、製品を安全に正しくお使いいただ
くため、下記の絵表示をしています。その表示と意味は
次のとおりです。内容をよく理解してから本文をお読み
ください。

安全のために必ずお守りください

使用上の注意

症状によっては、ベッド操作（背上げ、脚上げ、
昇降）をすることにより、症状を悪化させる
可能性があります。

記載されている内容を無視して、誤っ
た取り扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性があることを示しま
す。

この記号は禁止の行為であることを告
げるものです。（～してはいけません。　）

記載されている内容を無視して、誤っ
た取り扱いをすると、人が傷害を負う
可能性や製品が破損する恐れのあるこ
とを示します。

この記号は行為を強制したり指示する
内容を告げるものです。（～しなさい。　）

使用に際しては、医師の指示に従ってくださ
い。

レバー操作が確実にできない人、または身体
の状況などの変化により、レバー操作が確実
にできなくなると思われる人には、操作をさ
せないでください。
誤った操作による事故の原因となります。

サイドレールやベッド用グリップのすき間に
コード類を入れないでください。
背上げなどベッドの操作をするときに、コー
ド類を挟み、事故や破損の原因となります。

ベッドの操作をするときには、使用者やベッ
ド周辺、ベッドの下部、周辺の人やものの安
全を確認するとともに、足元等にも注意しな
がら行ってください。また、なんらかの危険
を感じたときには、すぐに操作を中止してく
ださい。特にサイドレール、ベッド用グリッ
プを使用の際は十分に注意してください。
人がケガをしたり、ものが破損するなど、事
故の原因となります。

使用上の注意
スタンディング・シーティングポジションに
する際は、必ず掛け布団を取り外してから動
作させるようにしてください。

スイッチを使用しないときは、サイドレール・
グリップの外側に必ずかけてください。

コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲
げたり、ねじったり、引っ張ったり、たばねたり、
挟み込んだり、巻きつけたり、加熱したりし
ないでください。

スイッチに無意識に触れてベッドが動作し、
事故の原因となります。

スイッチに水やジュースなどの液体をこぼさ
ないでください。
故障や事故の原因となります。

スイッチを落としたり、引きずったり、強
引に引っ張ったりしないでください。
故障の原因となります。

取り付け方法

スイッチを接続して、コードを配線します。

1. 背ボトムを手で持ち上げて、コントロールボックスの端子ホルダーを外し、スイッチの
コネクターを『付属』の端子に差し込む

2. スイッチをベッドの左右どちらから出すか決めて、ベッドフレームのコードサドルにコー
ドを取り付ける（2カ所）
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ソフトレバースイッチでベッドが動かないときは

② 手元スイッチの側面にあるセーフティーキーが外れ
ていたり、抜けかかっていませんか？

① ベッド本体の手元スイッチがコントロールボックス
に接続されていますか？

※ ①、②を確認し、なお動かない場合は、ベッド本体
の取扱説明書に記載の『リセット方法』を参照して
リセットしてください。

→ 抜けている場合は、セーフティーキーを確実に差し
込んでください。（ベッド本体の取扱説明書『セー
フティーキーの操作方法』参照。

→ 接続されていない場合は、手元スイッチのコネク
ターを『手元』の端子に接続してください。

軽い力でレバーが操作できるため、操作しないときは意図せず触れないようサ
イドレールやグリップにレバースイッチをかけてください。

起き上がり

フラット

レバー

操作方法

ソフトレバースイッチは手の力が弱い人でもより軽い力で操作できるスイッチです。
ベッドを操作するときは、レバーを上下に押してください。

修理、お取り扱い、お手入れなどのご相談は、まず、お買い上げの販売店へお申し付けください。
弊社製品は厳格な検査を経て納入いたしておりますが、万一不具合な点がございましたらお買い上げの販売
店または弊社相談室にお問い合わせください。

お客様相談室

  0120-39-2824
フリーダイヤル：月～金 ９時～ 12 時、13 時～ 17 時

土、日、祝祭日、年末、年始等は除く

アフターサービスについて

■ 保証書および保証期間について
保証書
　所定事項の記入および記載内容をご確認の上、大切に保管してください。

保証期間中に修理を依頼される場合
　保証書の記載内容に従って修理いたします。

保証期間を過ぎて修理を依頼する場合
　修理すれば使用できる場合は、希望により有料で修理いたします。

■ 修理を依頼されるときは
修理を依頼される前に取扱説明書をよく読み、再度点検の上、なお異常がある場合は、販
売店または弊社お客様相談室へ連絡してください。

ご連絡いただきたい内容・・・住所、氏名、電話番号、型式名、販売店、
　　　　　　　　　　　　　　お買い上げ日、故障または異常の内容（できるだけ詳しく）

■ お客様相談室
弊社の商品は厳格な検査を経て納入致しておりますが、万一不具合な点がございましたら、
販売店または弊社お客様相談室までお問い合せください。

：ベッドを起こして起き上がり用の
姿勢にします

：背ボトムと脚ボトムの両方を下げ
てベッドをフラットにします

：上下に押して動作を選択します

注意ラベル
表面

裏面

警告

警告
操作をする前に、ベッドの下部や
周囲の安全を確認してください。

シーティングポジションで必ず停止
します。停止後は同じ方向にレバー
を押すことで次の動作に進めます。

操作しないときは　　　　
サイドレール・グリップの
外側に必ずかけてください。
意図せずに触れて、ベッドが動作し、
事後の原因となります。


